
 

［身体的拘束最小化推進体制加算］ 

厚生労働大臣が定める掲示事項 2026 年 7 月 1 日 

●身体的拘束最小化の取り組みについて 

当院では、患者さんが安心し自分らしく入院生活を送れるよう、原則として身体的拘束を行わない、最

善の医療・ケアの提供に努めています。最善の医療・ケアというのは単なる数字としての「身体的拘束ゼ

ロ」ではなく、患者さん本人の意思や尊厳に寄り添う個別的なケアの充実です。また、以下の取り組みを

対象となる一般病棟［６階病棟］を中心に病院全体で実施し、身体的拘束のない環境（身体的拘束ゼロ）

が維持されています。 

 

万が一、必要な治療や検査が行えない場合や、患者さんや周囲の方の生命・身体を保護するため緊

急やむを得ず身体的拘束を行わざるを得ない場合は多職種による判断のもと、以下の３要件を満たした

場合に必要最小限の一時的な措置にとどめます。 
 

切迫性 
患者さんや他の患者さん、職員の生命・身体に重大な危険が及ぶ可能性が著しく高

く、一刻を争う事態であること 

非代替性 身体的拘束を行う以外に、その危険を防ぐ方法が他にないこと 

一時性 
安全確保のために必要不可欠な「最低限の期間・時間」にとどめ、危険が去れば速

やかに解除すること 
 

緊急やむを得ず身体的拘束を行った場合は、速やかに患者さんとご家族に理由を説明し、ご理解を

いただけるよう努めています。また、身体的拘束を行った理由を診療録等へ記録し、速やかに解除に向

けた検討を１日に１度は行います。 
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１. 患者さんやご家族との対話を大切にし、本人の意思を尊重した個別的なケアや傾聴、離床を

実践しています。 

２. 専任の医師、看護師、薬剤師等による身体的拘束最小化チームを設置し３ヶ月毎の会議と巡

回（ラウンド）を通じてケアの改善を行っています。 

３. 実施状況やケアの工夫を客観的に分析し、病院管理者を含む全職員に共有してケアの質の

維持向上に努めています。６階病棟における身体的拘束率は 2025 年 6 月より継続して 0％

を維持しており、身体的拘束最小化推進体制加算の施設基準を満たしています。なお、ほか

の一般病棟においても、身体的拘束ゼロのケアを実践しています。 

今後も実施状況を把握・共有しケアの質の維持向上を努めていきます。 

４. 全職員を対象とした身体的拘束最小化に関する研修を年２回以上および新規採用時に行っ

ています。 

５. 拘束用具は倉庫で一元管理し、安易な使用を防ぐ仕組みを徹底しています。当院では様々な

場面に対応した 23 項目におよぶ独自のゼロ対策表を活用し、患者さんの状態に応じた環境

調整や見守りの工夫方法など具体的な代替ケアを実践しています。さらに、鎮静目的の薬物

適正使用やその他の行動制限の最小化にも努めています。 


